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中緯度環状モ
ー ド変 動 に お け る 中緯度海洋 前線帯の 潜在 的 重 要性

“
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　　　吉田 聡 （JAMSTEC地球シ ミ ュ レ
ー

タセ ン タ
ー

）

1．魍 に　　中緯度環状 モ
ー

ド変動は，極前線

ジ ェ ッ ト（PFJ）の 南北変位と し て観測 され ， それ に

伴 う東西風偏差は 移動性擾乱活動の 変調 に よ っ て

維持 され る （Lorenz　and 　Hartmann　2001）．近年，移

動性擾乱の活発域 （ス トーム トラ ッ ク），PFJ，中緯

度海洋前線帯の 力学的な共存関係 が再解析デー
タ

の 解析か ら指摘 され （Nakamura　et　al ．2004），か っ

大気大循環モ デル （AGCM）に与える SST 分布に て 中緯

度海洋前線帯 に伴う強 い 勾配 を著し く緩和す る と，

気候平均場だ け で なく環状 モ
ー ド も現実的に 再現

され な い こ と が 見 出 され て い る （Nakamura　 et

a1 ．2008； Sampe　 et　aL 　 2012）．こ れ は ，海洋 前線

帯 の 地表傾圧 性維 持 へ の 重要性 を意味する （H・tta

and 　Nakamura　2011）．本研究で は ，　 AGCM に東西
一

様

な SST を与え る 「水惑星実験」 を行い ，環状モ
ー

ド

の 位相 に依り，
ス ト

ーム トラ ッ クや PFJ の 海洋前線

帯の 緯度 へ の 依存性 が如何 に 変わ る か を調査 した，

2．実験設定　　　用 い た AGCM は AFES 　T79L56（水

平 150   格子相当）版で ，海洋前線帯の 効果を表現 し

得る最低限の 解像度 と考え られる．標準実験の 下方

境界条件 とし て 与えた東西
一

様な SST 南北分布 は，

衛星観測データ （NOAA
−OISST）に基 づ く南イ ン ド洋 の

気候値か ら得た．冬季の 分布 をモ デル 南半球 の 全経

度に与え，モ デル 北半球 には夏季 の 分布 を南北反 転

させ て 与えた，こ の SST分布で は海洋前線帯は季節

を問わず緯度 45Q に位置す る．　 Ogawa　et 　a1 ．（2012）

に倣い ，比較実験で は SST 勾配強度を保 っ た まま ，

前線帯 の 緯度を 30〜55°

の 間で 人為的に南北に 5D

ずっ ず ら した．さらに，中緯度の 海洋 前線帯に伴う

水温勾配を緩和 して 与 えた実験 も追加 した．各実験

で 日射 は南半球冬至 の 条件 に固定して積分 した．解

析期間は 60 ヶ 月である．周ue　S 日以下の 変動を移動

性擾乱に伴 うもの と し，環状モ
ー

ド変動は 925hPa

東西平均 東西風 （Ug25）にお け る周期 8 日以上の 長周

期変動の第 1EOF と して それ ぞれ抽出 した．

3．鎧果　　環状 モ
ー

ドの 正 負 の 各位相 におけ る移

動性擾乱 活動や平均東西風 の 典型的 な状態 は ， 規格

化 された Ug25変動の 第 1 主成分の 絶対値が 1を超えた

場合に つ い て ，位相別 に合成図解析を行 な うこ とで

評価 した （図 1）．冬半球に て 正 の位相に お ける ス ト

ー
ム トラ ッ ク や渦駆動され る偏西風 （PFJ）の 緯度は，

海洋前線帯の緯度に かな り敏感で ，それ らは 海洋前

線帯の やや高緯度側に 形成 され る （図 1 の ●〉．対照

的に，負の位相に おける両者の緯度は海洋前線帯の

緯度に 殆 ど依存せ ず ， 緯度 40°

付近 に形成 され る

（図 1 の ▲ ）．こ の 緯度は，海洋前線帯を除去 し，
一

様 なSST勾配 を与 えた実験にお ける気候平均状態 の

両者の 緯度に対応する （図 1 の破線），従っ て ，本 実

験で 現れ る環状モ
ー

ド変動 の 負の 位相 の 状態は ， 海

洋前線帯か らの 熱的力 学的影響に対 し，平均流 と渦

の相互 作用 に伴 う大気循環の 内部力学 の 寄与が勝っ

た状態 に 対応す る と考え られ る．

4．pm 　　本実験 の 結果は ，中緯度大気大循環の

平均状態が，海洋前線帯か らの 熱力学的影響 と大気

内部力学か らの 影響 との 兼ね合い で決ま っ て お り，

環状モ
ー

ド変動 の 正 ・負 の 各位相は 前者 と後者の 影

響がそれぞれ卓越 し て現れ た状態 で ある こ とが示唆

される．
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図 L　「水惑星 」 実験 に て冬半 球環 状モ ード変動 の 正

（●）
・
負（▲ ｝の 各位相に 典型的な 925hPaの a ）偏西 風

軸の 緯度 と b）ス トーム トラ ッ ク軸の 緯度 （移動性 擾

乱 に伴 う南北風分散の 最大緯度）の 海洋前線帯緯度

（横軸，点線）へ の 依存腟．破線は，海洋前線帯に伴 う

SST 勾配 を除去 し，
一

様 な勾配 を与 えた場合の 結果．

一 121一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


